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礼拝説教（2018 年 9 月 23 日） 

説教者：中村信哉 

伝えずにいられないもの 
Ⅰコリント 9 章 15-18 節 

 

はじめに 

 今日は、「伝えずにいられないもの」というテーマでお話したいと思います。 

 使徒パウロはこれまで、牧師や伝道者の権利について、この手紙で書いてきました。そ

の権利とは、14 節にあるように、「福音を宣べ伝える者が、福音の働きから生活の支えを

得る」ことができるというものです。つまり牧師や伝道者は、教会によって経済的な支え

を得ることができるというものです。 

 

 牧師や伝道者とは何でしょうか？それは、「福音を宣べ伝える者」です。牧師は、福音を

宣べ伝えなければなりません。福音は、人々を死から命へと導くものです。滅びから救い

へと導くものです。人々を新しい人生へと導くものです。牧師は、未信者と信者の両方に

福音を宣べ伝えなければなりません。福音こそ、私たちを新しく生まれ変わらせ、天の御

国まで私たちを導いてくれるものだからです。 

 聖書を読む会で、ヨハネの手紙第一を学んでいますが、先週の学びの中で「初めから聞

いていることにとどまりなさい」（Ⅰヨハネ 2：24）という言葉がありました。「初めから

聞いていること」とは、福音のことです。私たちは、福音に留まり続けなければなりませ

ん。そうでなければ、クリスチャンも信仰から迷い出てしまうからです。私たちは、天の

御国に行くまで、生涯の最後まで福音のメッセージを必要としているのです。その意味で

牧師は、未信者にも信者にも、いつでも福音を宣べ伝えなければならないのです。 

牧師は、福音を宣べ伝えてこそ、牧師なのです。ただ単に聖書の解説や道徳的な教えを

説教するだけでは牧師とは言えません。牧師は、誰よりも福音の力を信じ、説教で福音を

宣べ伝えなければなりません。牧師は、福音を宣べ伝えてこそ、教会から生活の支えを得

る権利を持つのです。 

 

 

1．イエス・キリストに委ねられた務め 

 パウロは、コリント教会に福音を宣べ伝えました。その意味でパウロは、コリント教会

から経済的な支えを得る権利を持っていました。 

 しかしパウロは、その権利を一切用いませんでした。つまりコリント教会からの経済的

な支援を一切受けなかったのです。パウロは、自分の生活費は天幕作りの仕事をして賄っ

たのです。パウロは断固としてコリント教会からの経済的な支援を拒否したのです。15 節
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では、支援を受けるよりは「死んだほうがまし」だとまで言ったのです。 

 

 なぜでしょうか？なぜパウロはそこまで頑なに経済的な支援を拒否したのでしょうか？

それは、無報酬で福音を宣べ伝えることが、パウロにとっての「誇り」であったからです。パ

ウロは、経済的な報酬を受けずに福音を宣べ伝えることに、「こだわり」があったのです。

なぜパウロは、無報酬で福音を宣べ伝えることにこだわったのでしょうか？ 

 

 パウロにとって、福音を宣べ伝えることは、イエス・キリストから委ねられた「務め」でし

た。パウロにとって、福音を宣べ伝えることは、イエス・キリストから与えられた使命だ

ったのです。福音を宣べ伝えることは、もともとパウロが自発的に始めたことではありま

せん。イエス・キリストに委ねられた使命であり、どうしてもやらなければならないこと

だったのです。パウロに選択の自由はありませんでした。パウロがもし福音を宣べ伝えな

ければ、「わざわい」となったのです。つまり「不幸」になったのです。パウロには、福音を

宣べ伝えるしか道がなかったのです。 

 イエス・キリストに委ねられた使命は、やってもやらなくてもどっちでも良いというも

のではありません。イエス・キリストに委ねられた使命は、やらなければ「わざわい」と

なる、不幸になる、そういうものです。 

 旧約聖書に登場する「預言者ヨナ」は、神様に「ニネベに行って、わたしの言葉を告げ

なさい」と言われました。しかしヨナは、神様に委ねられた使命に背を向けて、船で逃げ

出しました。すると神様は、海に嵐を起こして、ヨナがもう一度、神様に委ねられた使命

に向き合うようにされたのです。私たちは、イエス・キリストから委ねられた使命から逃

れることはできないのです。 

 パウロにとって、福音を宣べ伝えることは、「そうせずにはいられない」ことでした。これは、

したくてウズウズするというような意味ではなく、「しなければならない」（must）という

意味です。パウロにとって、福音を宣べ伝えることは、どうしてもしなければならないこ

とであったのです。 

 

2．自発的に福音を宣べ伝える「誇り」 

 ではパウロは、嫌々ながら福音を宣べ伝えていたのでしょうか？やりたくないけれど、

イエス・キリストから委ねられた使命だから仕方なく福音を宣べ伝えていたのでしょう

か？ 

 そうではありません。パウロは「自発的に」福音を宣べ伝えていたのです。確かに、パウロ

にとって福音を宣べ伝えることは、どうしてもしなければならないことでした。やらなけ

れば「わざわい」となる、不幸になる、そういうものでした。しかしパウロは、どうして

もやらなければならないことだから福音を宣べ伝えたわけではありません。やらなければ

「わざわい」となるから、不幸になるから福音を宣べ伝えたわけではありません。パウロ
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は、福音を宣べ伝えたいから福音を宣べ伝えたのです。パウロはあくまでも「自発的に」

福音を宣べ伝えたのです。その証拠として、その証として、パウロは無報酬で福音を宣べ

伝えたのです。 

パウロは決してお金のために福音を宣べ伝えたのではありません。生活の支えを得るため

に、経済的な支援を受けるために福音を宣べ伝えたのではありません。職業として、仕事

として福音を宣べ伝えたのではありません。パウロはあくまでも「自発的に」福音を宣べ

伝えたのです。そのことを証しするために、無報酬で、経済的な支援を一切受けなかった

のです。 

 

3．報いとしての「喜び」 

 17 節でパウロは、「私が自発的にそれをしているなら、報いがあります」と言っています。自

発的に、無報酬で福音を宣べ伝えるパウロにとっての報いとは、一体何でしょうか？それ

は、「喜び」ではないでしょうか？ 

 どうしてもやらなければならないからやる、あるいは不幸にならないためにやる、そこ

には「喜び」はありません。自発的にやる時に、「喜び」という報いが伴ってくるのです。

パウロは、自分はお金のためでも、生活の支えを得るためでもなく、自発的に福音を宣べ

伝えていることを、「誇り」としていたのです。それが「喜び」であったのです。無報酬で

福音を宣べ伝えるほど、自分がイエス・キリストに心が捕らえられている、そのことが何

よりも誇らしかったのです。無報酬であっても、命を懸けるものがある、そのことに「喜

び」を感じていたのです。 

 

おわりに 

 私たちはどうでしょうか？私たちには、無報酬であってもそれを行ないたいと思うもの

があるでしょうか？義務だからとか、やらなければならないからとかではなく、どんな犠

牲を払ってでも成し遂げたいもの、何の見返りも求めずに成し遂げたいものがあるでしょ

うか？そのような自分にとっての「誇り」となるものがあるでしょうか？ 

 

 イエス・キリストは、パウロの人生を変えました。パウロにとって福音を宣べ伝えるこ

と、イエス・キリストを宣べ伝えることは、お金よりも大切なことでした。命を懸けてで

も、成し遂げたいことでした。 

 パウロはキリスト教を激しく迫害する人でした。イエス・キリストに敵対する人でした。

しかしある時、イエス・キリストと出会い、イエス・キリストこそ神ご自身であることを

知ったのです。自分が神に敵対していたことを知ったのです。パウロは、イエス・キリス

トには勝てないことを認め、無条件降伏をし、神であるイエス・キリストに人生を委ねて

いく決心をしたのです。その時から、パウロの人生は変わったのです。パウロはその時か

ら、イエス・キリストに使命を委ねられ、その使命を自発的に「喜び」と「誇り」をもっ
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て行うようになったのです。 

 

 私たちには、日常生活の中でやらなければならないことがあります。勉強も、仕事も、

子育ても、家事も、私たちにはやらなければならないことが沢山あります。しかし私たち

は、イエス・キリストに出会って、イエス・キリストを神と信じて、心を開いて自分の人

生をイエス・キリストに委ねていく時、そのやらなければならないことは、イエス・キリ

ストに委ねられている使命であることに気付かされていくのです。そして、イエス・キリ

ストという方を知れば知るほど、その使命は「喜び」となり、「誇り」へと変えられていく

のです。それまで義務感しかなかったものが、自発的なものへと変えられていくのです。 

 イエス・キリストは、私たちの日常生活に新しくする力があります。今まで色褪せてい

た日常生活に、新しい命を吹き込んでくれます。 

 私たち一人一人には、イエス・キリストから委ねられている使命があります。イエス・

キリストに心を開いて人生を委ねていく時、その使命は「喜び」となり「誇り」となって

いくのです。 


